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◎第2版 XV章のリン酸カルシウム
　系ブラケットの解説をプラスチック
　素材ブラケットの解説に改変、新
　しい臨床に即応した形に整えた。
◎エッジワイズ法からストレートワ
　イヤー法への発展の経緯とその特
　徴を臨床の基本から解説し、学会・ 
　臨床家から高い評価を得ている。
●日本人の正常咬合および歯列弓形態データを
　もとに、論理的に、より薄く、より日本人に適した
　OPA-K（Oriental Preadjusted Appliance-Kosaka）
　開発の必然性とその過程を紹介している。

■ ライトフォースの適応を心がけたプレーンアーチ法
　の基本コンセプトがよくわかる。
■ 各治療ステージでの３本のプレーンアーチの使い
　分けとループを用いないスムーズスライディングに
　よる空隙閉鎖治療のポイントを詳述。
■ .018 インチスロットおよび .022 インチスロットシ
　ステムへの対応とその利点、欠点とは。
■ 近年の治療法のプレーンアーチ法への導入での注
　意点の解説。
■ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ級（Class Ⅲ Finish を含む）をはじめ
　開咬、過蓋症例および特殊症例などの治療経過
　を豊富な写真でわかりやすく解説。
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